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剃［谷 ＿男 ： 松 曙 蜥 の 寄 雄蜂 に 就 い て 201

　　明治 15 年に は大河内存眞が 歿 し， 墾 17年に は松井 雨蔭［が 逝去 した。

　　明治 22年 S 月 1 日交友仕は正五 位理學博 士研藤圭介 を招即夢し1 薬名船場 町

眺 慰楼に博物談話會 を催 した。そ の 時 圭 介翁は衰微しだ 洋百凪 と 交 女瓧 の 合併

を漿めた爲，交亥祗 は明冶 22年 12 月 ：i；1：百 交友’吐と改 名して ．伊 勢朝明 郡朝 日村

森有節氏宅に博物會を開 い た。

　　明治 2G年小鹽翁 は ‘萇1：百交友瓧第 23 囘博物會 に 「酉洋産峽蝶 3硬 重寫生 」 を

出品 した。

　　同年大窪安治氏が逝 き ， 翌 27年 7 月 2 日 に は 小鹽豸なが 歿 した n 』
』

　　明治 33 年甞百交友祗第 30 囘 1専物愈に は 水 谷 1リ」六 氏が 「尾張春 El井郡矢 田

村八町 ト ン ボ雌雄寫生 圖」 をtLtrRnした。

　　明洽 34 年 5 月名古屋博物學會が 生 れ ．昭和 の 今日 ま で 繼績 し
， 毎月操集會

叉 は座談會を開催 して ゐ る 。 古 くか ら甞 百交友祗博 物愈に 殖物や昆蟲 を出品 し

て ゐ る梅 村甚太郎翕は本會創立 當哮か らの 熱心 な家持者で あ る。

松 蛄 蜥 の 寄 生 蜂 に 就 い て
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　　 マ ツ ケ ム シ Denclo’oli ” bqs 　spect “basis　 Bu’rLER の 寄生蜂 の 種類 は今まで 記 録

された もの を合せ る と 30 餘樋 を數へ る こ とが 串來るが ， 余 は之等 に 就い て 内田

登一，石井輛 博士 哦 軅 卿 て 謙 ρ結果 そ の ・陣 胴 麒 名9 もの ：＝

次的 に寄生す る もの ，或は叉實際本毬に寄生 ナるや 否や 疑閥の もの 等が ある他

未だ本種の 寄生蜂と し七 記録されでゐな い 種類 を も發見 したの で ，ζ S に之等

を綜合 し，併せ て 最近知 り得た 2，3 の 生 態的槻察 を も述タる とと に す る∴ 　　　　．
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　　　 L 　町1寄生 蜂

　　　 卵寄生蜂は次の tca〈 4 鱈彡」liられ る。　 　 　
’
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　　　 各種共本邦に 蟹 く分布 し，（1），（2）は 1 個 の 卵 よ り　2〜3 頭 乃至數頭づ N ・

　 馨）成蟲が脱 出 し．（3）， （壬）は 1 個 の 卵よ り 1 頭 の 域姦が 脱 出す る．

　　　 II． 幼 蟲寄生蜂

　　　 幼晦寄生 蜂は次の 如 く 7種記 録す る こ とが 出來る1
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　　　 （の は マ ツ ケ ム シ 及 び ブ ラ ン コ 払 シ L シ儡 ・‘廊 ・帥 … L ・NX 斗酬 tc寄

　 生 し．マ ツ ケ ム シ よ り脱 出 した もの に 對 して は ∬ θ，卿 伽 craosensis 　 UCtlu＞i
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’
Ucr・lrD ・L 等 が寄 生 し ，

　　ブ ラ ン コ ケ ム シ よ り脱 出 した もの に 對 して は之等以外 1ζ S種 の 寄生 蜂が 判 明 し

　 て ゐるが之等に 就い て は別 に報告する ，（6）
’
に對 して は Pleyg（・s‘ieuon　lc4i’ipetiolf，，t’or

　 U 〔
・T［Tl｝・L 及び Dloneclo．ntov − ”・）tt“s 細 殉 贈 （Bor，［E ｝［・Ly ）が 寄生 す る。（7）に 對 して

　　も jlono（
’lo・7｝to，i，be，

・te．s ‘leiitipes（Bo ：｛n ）tAN ，） j3rftichy・inerite 　 o 芒，GCtll・rGtrG （“TALI ｛E 【1），

　 盈 加 藤 o泌 8 解 帥 51♪鰍 （1［．、T ，｛uMUR ．L） 等力£寄生す る。（S）が v ツ ケ ム シ に 寄生

　 す る こ とは小舟博士 （植物及動物 IV
，
　 p．1？・G、1936） に依つ て 初あて 記録され

　 だもの で あ る．（の よ 1）
’
（7） まで は何れ もT ツ ケ ム シ の 若蛉幼蟲 に 壷卵 レ 寄

　 主 の 營繭前に晩出す るが
， （sS）よ り （11）

』

．まで は何れ も老熟幼蟲に産卵 し， 寄圭

　 の 黼 後繭の 中で 叮朏 す るを以て
一

見 蛹 よ 耽 出す るもの L 如 く誤認 計 L
、 （D）

　 及び （11） に對 して は 最近 まで 蛹寄生蜂 と して 取扱つ て ゐたが ，
こ L に 幼蟲寄
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進 ・［勲 ≧ド・ ナ ラ及 び カ シ バ q ・小 枝 を｛珍 溺 堅蜂 ・り 1新睡 L’tl ：玉 ’

三k蜂 と 1「熹Eす る。（10）は マ ツ ケ ム シ 寄生蜂と して は最仞 の 記録で ，内LIl博 ．f：は

ヒ メ ヵ レ ハ 伽 槻 ・伽 ・ ゴ‘岬 朏 1’・… 1輪 め蛹 に犠 』す る や う細 姫 イして ゐ る

が
，

こ れ も幼蟲 に寄生 す る もめで あるま い か と思 は肛 る 。

　　 III．　蛹寄生虫条

　　
’
蛹寄生蜂は 10餘種記 婁皐され て ゐ る が，こ N に は余の 直接親察 した もの 7種

’
を撃げる 。
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ナ ラ 及 び カ シ
・ハ の 小枝 を 害す る瘻蜂 の ユ新種

　　　　　　　　　進 　 士 　 織 ， 罕

　　　　　　　　　 （盛 両 高 等 崖 林 學 校 ）
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　　余 は 盛岡 i
’
騨付近 の 「ナ ラ」 及．び 「カ シ バ

」 樹 に は 先蚓崙部 なる小枝 よ り枯死

し初 め る もの の あ る事を識 つ た の で、之等小杖 を檢す る と
， 皮面 が 膨出 して ゐ て

1種 の蟲瘻を形成 して ゐる 事が 知れた 。 依 つ て 斯る小枝 を大形試驗管 申に藏 して

置 い た 脈 之等の 被 害枝か ら小形 の 痿蜂が 5 月 7 日〜憩 日 に 多數現れ た。依 つ

て 此等瘻蜂の 所 婦を知 らん と して vOn 　D ．U ．L 人 丁｛♪lu弋mmd 　J〈IEFFEa ，　J ．（1DIO ）：

D … TL… el。h・°y・ ipidae・亅ig・2132
，　P・502 を繙 い て 見た。

　　歐米諸國に於 て 木種 と 同じや うな加害猷 態を 爲す もの に 五祕 r 蜘 sCtleel ・ci一
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